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考査項目別運用表　　考査項目順 （上段：新規定　下段：運用） 連番 改定

1

監督員 Ⅱ工程管理２施工状況

●評価対象項目

加減点＝4点×該当項目数÷全項目8

73

工程管理について是正を要求すべき事項がなかった。

監督員が是正を要求しなければならない程の重大なミスがなければ加点する。

741

当初工程表が現場条件を反映したものとなっており，クリテイカルパスを把握することができた。 752

変更工程表が適時に更新されていた。 763

現場条件の変化への対応が迅速であり、施工の停滞が見られない。 774

受注者に直接の原因のない理由により，工程が遅れる制約が生じた場合において，遅延を回避す
るために工程の変更を行った。

遅延を回避する取り組みを行った場合は加点する。結果は問わない。「受注者に直接の原因が
ない」とは発注者に原因があるケースと受発注者双方に原因がないケースである。以下同じ。

785

発注者からの要請に基づいて工程の短縮を行った。

契約約款に基づいて発注者から工期短縮の要請があった場合は加点する。

796

受注者に直接の原因のある工期の遅れがなかった。

受注者に直接の原因がない場合（つまり発注者に原因がある場合と双方に原因がない場合）
は，遅れが生じても加点する。逆に受注者に原因がある場合は加点しない。

807

現場閉所による週休２日（４週８休以上）を確保している。

月単位の現場閉所率が２８．５％以上であることが，休日取得計画表が提出され，確認できる。
｢週休２日｣試行工事でなくてもよい。

818

●評価対象項目ｄ

加減点＝-5点

889

工程管理に関して、監督職員が文書による改善指示を行った。 8910

●評価対象項目ｅ

加減点＝-10点

9011

工程管理に関して、監督職員からの文書による改善指示に従わなかった。 9112

4



考査項目別運用表　　考査項目順 （上段：新規定　下段：運用） 連番 改定

1

監督員 創意工夫５創意工夫

●評価対象項目

加減点は1項目あたり1点で，7点が上限。

1727

施工に伴う器具、工具、装置等に関する工夫又は設備据付後の試運転調整に関する工夫を行っ
て，工事目的物の品質の向上に効果があった。

17281

設計図書で指定されていないコンクリート二次製品等を利用して，工事目的物の品質の向上に効
果があった。

17292

土工、地盤改良、橋梁架設、舗装、コンクリート打設等に関する工夫を行って，工事目的物の品質
の向上に効果があった。

17303

部材並びに機材等の運搬及び吊り方式などの施工方法に関する工夫を行って，工事目的物の品
質の向上に効果があった。

17314

設備工事における加工や組立等又は電気工事における配線や配管等に関する工夫を行って，工
事目的物の品質の向上に効果があった。

17325

給排水工事や衛生設備工事等における配管又はポンプ類の凍結防止、配管のつなぎ等に関する
工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効果があった。

17336

照明などの視界の確保に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効果があった。 17347

仮排水、仮道路、迂回路等の計画的な施工に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に
効果があった。

17358

運搬車両、施工機械等に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効果があった。 17369

支保工、型枠工、足場工、仮桟橋、覆工板、山留め等の仮設工に関する工夫を行って，工事目的
物の品質の向上に効果があった。

セパレーターのかぶりを確保するために，いわゆる「ロングPコン」などを使用した場合は該当す
る（2019/3/18追加）。

173710

盛土の締固度、杭の施工高さ等の管理に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効果
があった。

173811

施工計画書の作成、写真の管理等に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効果が
あった。

173912

出来形又は品質の計測、集計、管理図等に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効
果があった。

174013

施工管理ソフト、土量管理システム等の活用に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に
効果があった。

174114

ICT（情報通信技術）を活用した情報化施工を取り入れたことにより，工事目的物の品質の向上に
効果があった。

情報化施工の試行要領（土木部,農政部）で規定する全ての施工プロセスにおいてＩＣＴを活用し
た工事を評価

174215

自主的に，特殊な工法や材料を用いて，工事目的物の品質の向上に効果があった。

景観に配慮すべき部分に自然石を使用した場合は該当する。

174416

自主的に，優れた技術力又は能力として評価する技術を用いて，工事目的物の品質の向上に効
果があった。

174517

NETISの「有用な新技術」に登録された技術を活用したことにより，工事目的物の品質の向上に効
果があった。

174718

土工、設備、電気の品質向上に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効果があった。 175319
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考査項目別運用表　　考査項目順 （上段：新規定　下段：運用） 連番 改定

コンクリートの材料、打設、養生に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効果があっ
た。

175420

鉄筋、ＰＣケーブル、コンクリート二次製品等の使用材料に関する工夫を行って，工事目的物の品
質の向上に効果があった。

175521

配筋、溶接作業等に関する工夫を行って，工事目的物の品質の向上に効果があった。 175622

安全衛生教育に関する工夫を行った。 175823

安全を確保するための仮設備等に関する工夫。（落下物、墜落・転落、挟まれ、看板、立入禁止
柵、手摺り、足場等）

176024

現在の法令の基準を上回る安全対策を実施した。（法律で義務化される前に取り入れた安全対策
や任意の安全対策ほか）

法律で義務化される前の取組みを評価する。

176125

現場事務所等の働く環境を快適にする工夫を行った。 176226

熱中症防止のために，こまめに休憩時間を設定し，高温時には作業を中断した。 176327

一般通行車両や歩行者等との交通事故の防止に関する工夫を行った。 176428

熱中症防止のために効果のある装置を設置し，又は機材を作業員に支給した。

本県特有の作業環境に配慮して，労働災害防止の観点から評価する。ミスト発生機，スポット
クーラー，クールジャケットほか。

176529

環境汚染の防止に関する工夫を行った。 176630

海上事故の防止に関する工夫を行った。 176731

現場閉所による週休２日（４週８休以上）を達成した。

月単位の現場閉所率が２８．５％以上であることが休日取得計画表が提出され，確認できる。
｢週休２日｣試行工事でなくてもよい。

176832

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した情報化施工，遠隔臨場，情報共有システムに取組んだ。

①情報化施工の試行要領（土木部，農政部）による簡易型以上を実施した。②遠隔臨場施行
要領による段階確認を複数回実施した。③情報共有システム活用要領に基づくシステムを利
用した。以上の３項目中２項目を達成した工事を評価　　　

176933

建設キャリアアップシステムを活用した。

建設キャリアアップシステム活用工事試行要領に基づく試行工事であり，基準を達成した工事
を評価

177034
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考査項目別運用表　　考査項目順 （上段：新規定　下段：運用） 連番 改定

1

総括監督員 Ⅱ工程管理２施工状況

●評価対象項目

加減点＝2点×該当項目数÷全項目7

102

行政機関以外の第三者と工程調整が必要となった場合に，遅れを発生させることなく工事を完成
させた。

1031

行政機関と工程調整が必要となった場合に，遅れを発生させることなく工事を完成させた。 1042

特定建設作業（騒音規制法及び振動規制法が定める一定規模以上の作業）を休日や夜間に行わ
なかった。または休日や夜間に行う特定建設作業の期間が最小となるように工程を調整した。

特定建設作業に該当しないように低騒音・低振動の機械を使用したこと，休日や夜間を避ける
ように工程調整を行ったこと，休日や夜間に作業したとしても，その期間を最小に抑えたことを
評価する。

1053

工程管理に不備がなかった。 1064

災害復旧工事のほか，標準的な工期より短い工期が設定された工事を予定通り完成させた。

災害復旧工事は該当する。災害復旧工事以外でも，タイトな工程管理が求められる工事は対
象となる。

1075

施工箇所が広範囲に点在している工事（施工場所が３箇所以上あり，それらの間隔が直線距離で
100mを超えるもの）を，遅延なく完成させた。

1086

現場閉所による週休２日（４週８休以上）を達成した。

月単位の現場閉所率が２８．５％以上であることが休日取得計画表が提出され，確認できる。
｢週休２日｣試行工事でなくてもよい。

1097

20



考査項目別運用表　　考査項目順 （上段：新規定　下段：運用） 連番 改定

1

総括監督員 地域への貢献等６社会性等

●評価対象項目

加減点＝10点×該当項目数÷全項目7　※地域貢献活動は受注者の自主的な活動であるか
ら，発注者側から強要するようなことはあってはならない。

1782

工事現場周辺（現場と同じ大字（市内の場合は町）の範囲をいう。以下同じ。）の共有用地や共有
施設（学校，バス停を含む）の整備や修繕等を行った。

1回でよい。

17831

工事現場周辺で一般向けの憩いのサービスを提供した（トイレの開放，観光案内，木陰のベンチ
ほか）。

負担の少ないものでもよい。

17842

当該工事に関する広報（SNSによる電子版を含む）を行った。

スマホ版でもよい。自社のPRを兼ねてよい。

17853

工事現場周辺で，除草又は清掃等の美化作業を行った。

道路に限らない。1回でよい。

17864

工事現場周辺の地域の行事に参加若しくは協賛し，又は準備の支援をした。

小規模の行事でよい。手伝いでもよい。1回でよい。

17875

工事現場周辺の地域がかかえる課題に対して協力活動を行った。災害救援活動（降灰，積雪を含
む），環境保全活動（生態系保全のための外来動植物の駆除を含む），集落支援活動その他。

①活動はハード（機材），ソフト（人的）を問わない。1回でよい。②かごしまエコファンドを活用し
たカーボンオフセットの実施は環境保全活動として評価する。【三部総括工事監査監通知（R
元.12.16）】

17886

指定主要資材７品目に該当する資材はすべて県産資材を使用した。

①指定主要資材７品目（レディミクストコンクリート，コンクリート二次製品，石材類，アスファルト
合材，木材，樹木，野芝）のうち，いずれかを使用する工事において，指定主要資材はすべて
県産資材を使用した。②県産資材以外の資材については，県内で産出，生産または製造され
ていない製品に限り，県内に本店を置く資材業者から調達した。

17897

26



考査項目別運用表　　考査項目順 （上段：新規定　下段：運用） 連番 改定

1

総括監督員法令遵守等７法令遵守等

●評価対象項目

評定点合計に対する減点は下記のとおり。

1790

指名停止３ヶ月以上

-20点

17911

指名停止２ヶ月以上３ヶ月未満

-15点

17922

指名停止１ヶ月以上２ヶ月未満

-13点

17933

指名停止２週間以上１ヶ月未満

-10点

17944

文書注意

-8点

17955

口頭注意

-5点

17966

工事関係者事故又は公衆損害事故が発生したが、口頭注意以上の処分が行われなかった場合

「工事事故に関する評定基準」（H29.1.1）が定める減点よる。

17977

その他 17988

項目該当なし 18009

※総合評価落札方式における技術提案が、受注者の責により履行されなかった場合は、８．その
他の項目で減ずる措置を行う。

180110

【上記で評価する場合の適応事例 】 180211

1．入札前に提出した調査資料などにおいて、虚偽の事実が判明した。 180312

2．承諾なしに権利又は義務を第三者に譲渡又は承継した。 180413

3．使用人に関する労働条件に問題があり送検された。 180514

4．産業廃棄物処理法に違反する不法投棄、砂利採取法に違反する無許可採取等の関係法令に
違反する事実が判明した。

180615

5．当該工事関係者が贈収賄などにより逮捕又は公訴された。 180716

6．一括下請や技術者の専任違反等の建設業法に違反する事実が判明した。 180817

7．入国管理法に違反する外国人の不法就労者が判明し、送検された。 180918

8．労働基準法に違反する事実が判明し、送検等された。 181019

9．監督又は検査の実施を、不当な圧力をかけるなどにより妨げた。 181120
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10．下請代金を期日以内に支払っていない、不当に下請代金の額を減じているなど下請代金支払
遅延等防止法第４条に規定する親事業者の遵守事項に違反する行為がある。

181221

11．過積載等の道路交通法違反により、逮捕又は送検された。 181322

12．受注企業の社員に「指定暴力団」又は「指定暴力団の傘下組織（団体）」に所属する構成員、
準構成員、企業舎弟等の暴力団関係者がいることが判明した。

181423

13．下請に暴力団関係企業が入っていることが判明した。あるいは、「暴力団員による不当な行為
の防止等に関する法律」第９条に記されている砂利、砂、防音シート、軍手等の物品の納入、土木
作業員やガードマンの受け入れ、土木作業員用の自動販売機の設置等を行っている事実が判明
した。

181524

14．安全管理が不適切であったことから、工事関係者事故又は公衆損害事故を起こした。 181625

15．総合評価落札方式工事の配置技術者がやむを得ない理由で途中交代し，配置予定技術者の
能力加算点を満たさない場合は，５点減点する。

評価項目｢８　その他｣で５点減点する。

181726

16．総合評価落札方式工事において，技術資料で建設キャリアアップシステムの運用を誓約し，
　 実際に履行していることが確認できない場合は，2点減点する。
　 評価項目｢8　その他｣で2点減点する。

181827

17．発注者指定型のICT活用工事において，やむを得ない理由以外でICT活用工事の全ての施工
   プロセスの採用ができなかった場合は，2点減点する。
　 評価項目｢8　その他｣で2点減点する。

181928

18．総合評価落札方式工事において，技術資料で登録基幹技能者の活用を誓約し，実際に履行
していることが確認できない場合は，2点減点する。
　評価項目｢８　その他｣で2点減点する。

182029

19．発注者指定型の週休2日試行工事において，施工計画書提出時に提出された工程表が明ら
かに週休2日に取り組む姿勢が見られなかった場合，または，受注者の責により確保できない場合
は，2点減点する。 　評価項目「８　その他」で2点減点する。

発注者指定型の週休２日試行工事（４週８休以上）において，週休２日の取得を前提としていな
いなど，明らかに週休２日に取り組む姿勢が見られなかった場合,または，受注者の責により確
保できない場合は，２点減点する。

182130
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